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ライトライン誕生までの軌跡
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宇都宮市の概要
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・首都圏からのアクセスが容易
・日光や那須・塩原、益子などの
観光地への表玄関
・北関東横断自動車道が全線開通
⇒北関東地域の中心都市へ

立地特性
・人口 51０,８８０人
・世帯数 24２,５２４世帯

（令和7年12月1日現在）

４８分

JR烏山線

東京23区（627.53㎞）の
概ね２/３の広さ
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宇都宮餃子祭り
来場者数１７万人（R1）

ジャパンカップ・サイクルロードレース
UCIでアジアで最高位のレース

（毎年10月中旬開催）

宇都宮ブレックス
日本代表最年長 比江島慎選手在籍

日本遺産「大谷石文化」

ジャズ
渡辺貞夫さん等を輩出した街

宇都宮餃子



プロモーション動画

5



6

ライトライン誕生までの軌跡

１． 宇都宮市の成り立ちと
ライトライン事業
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宇都宮市の成り立ち

外環状道路

内環状道路

外環状道路
（宮環）

宇都宮市の発展の過程

自動車の時代
道路を中心に

市街地

日光街道 奥州街道

東京街道

鉄道の時代
鉄道駅を中心に

徒歩の時代
拠点施設（城や神社）を中心に 宇都宮駅

出典
浅見泰司，中川雅之編著
森本章倫 他共著
「コンパクトシティを考える」
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ライトライン事業のあゆみ（約３０年前～）

1992年 第2回宇都宮都市圏パーソントリップ調査実施

1993年 宇都宮市街地開発組合(県・市)において，交通渋滞の解消及び

交通アクセス強化のため新しい軌道交通システムの導入を検討

1996年 宇都宮都市圏都市交通マスタープランにおいて，新たな公共交通システムの必要性を提案

2003年 新交通システム導入基本計画策定調査(県･市)において，基本的な考え方や課題等を取りまとめ
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ライトライン事業のあゆみ（約２０年前～）

宇都宮市が主体となり，まちづくりと交通，LRTに関する

オープンハウスや懇談会等を開催

「新交通システム導入課題対応策検討調査(市)」において，LRTを

軸とした総合的な交通まちづくり，事業運営の考え方等を取りまとめ

LRT導入推進室を新設

LRT事業において，「上下分離方式」が可能となる

「第5次宇都宮市総合計画」において，目指すべき都市の姿として，

「ネットワーク型コンパクトシティ（NCC）」を位置づけ

「第2次宇都宮市都市計画マスタープラン全体構想」において，

東西基幹公共交通(LRT等)をNCCを支える公共交通ネットワークの

基幹公共交通軸として位置づけ

まちづくりと公共交通ネットワークに関する市民説明として，

パンフレットの全戸配布，オープンハウスや市民フォーラムを開催

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2010年

2011年
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宇都宮市のまちづくり（ネットワーク型コンパクトシティ：NCC）

宇都宮市では，人口減少や少子超高齢社会にあっても，子どもから高齢者まで誰もが安心して便利に暮らせるように，コンパクトなまち
が公共交通で繋がった持続的に発展できるネットワーク型コンパクトシティ（ＮＣＣ）の実現を目指している。

将来都市構造 本市まちづくりの特徴
本市の概要（都市の成り立ち）
面積約４１６k㎡，人口が約５１万１千人。古くは二荒山神社の門前町として発展
し，こうした現在の中心部と，それを囲む古くから発展してきた周辺の各地域（合
併前の旧町村）から成り立つ。
拠点化（コンパクト化）の取組
・中心部（都市拠点）に，高度な医療や商業などの多様で魅力的な都市機能を，
鉄道駅周辺や合併前の旧町村の中心部（地域拠点）に，医療や子育てなど市
民の日常生活を支える機能を誘導・充実
・中心部や鉄道駅周辺，ライトライン沿線や幹線バス路線沿線などに，緩やか
に居住を誘導
ネットワーク化の取組
・他都市間を結ぶ鉄道や，
市内の各拠点等を結ぶ
ＬＲＴ，バス，地域内
交通などが連携した
「階層性のある効率的な
公共交通ネットワーク」
の形成

公共交通による拠点間の連携イメージ
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ライトライン事業のあゆみ（約１０年前～）

「東西基幹公共交通の実現に向けた基本方針」(市)において，

・公設型上下分離方式によるＬＲＴの導入

・桜通り十文字付近から宇都宮テクノポリスセンター地区に至る計画区間

・駅東側を優先整備区間 とすることを公表

芳賀町長等から，芳賀町までのLRT延伸を要望する要望書を受理

芳賀・宇都宮基幹公共交通検討委員会を設置

宇都宮ライトレール株式会社を設立

軌道運送高度化実施計画を申請

2013年

2015年

2016年
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ライトライン誕生までの軌跡

２． 夢の計画を実現せよ

12
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ライトライン開業までの各種手続き

軌道法 協議回数等 都市計画法
2015.11 宇都宮ライトレール㈱を設立

2016.1 「軌道運送高度化実施計画」の申請 認可取得までの協議回数
（２０１４～２０１７）

国土交通省：１０９回
栃木県 ：２４１回
栃木県警察：１１４回

申請書類（図面を含む）：
約1,200枚
国からの質問事項：
５８枚（約300項目）

2016.5 都市計画決定

2016.9 〃 の認定

2017.8 「工事施行認可」の申請

2018.3 〃 の取得 2018.3 都市計画事業認可

2018.11 車両設計認可の申請
2019.3 〃 の取得
2023.3 工事完了
2023.6 運輸開始認可の申請

2023.8.26 ライトライン開業

地権者：約４００人
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ルートの特徴

14

①まちづくりとの連携
各拠点等へのアクセス性に配慮したルートとする。
②機能的な公共交通ネットワークの構築
広域的な交通流動の結節点となるＪＲ宇都宮駅，郊外部からのバス路
線が集約する箇所といった，交通の要点を結ぶルートとする。
③安定した需要の確保
人口集積がある市街地や，工業団地等の従業地，大学・高校といったま
とまった需要が期待できる施設が立地する地域を結ぶルートとする。

④速達性の確保
需要喚起のための速達性向上を目指し，軌道線形（平面・縦断形状）の曲線や勾配を抑制。
⑤周辺交通への影響に配慮
道路交通の影響について，交通シミュレーションを用いた検証等を行い，道路管理者，交通
管理者と協議の上，交差点改良等の交通円滑化方策を実施。
⑥経済性への配慮
工事費や用地補償費の抑制に配慮。
⑦芳賀町への延伸
芳賀町からの要望により，導入ルートを芳賀町域まで延伸し，一体的に事業に取り組む。
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ルートの特徴

①まちづくりとの連携
各拠点等へのアクセス性に配慮したルートとする。

②機能的な公共交通ネットワークの構築
広域的な交通流動の結節点となるＪＲ宇都宮駅，郊外部からのバス路線が集約する箇所といっ
た，交通の要点を結ぶルートとする。

③安定した需要の確保
人口集積がある市街地や，工業団地等の従業地，大学・高校といったまとまった需要が期待で
きる施設が立地する地域を結ぶルートとする。

⑦芳賀町への延伸
芳賀町からの要望により，導入ルートを芳賀町域まで延伸し，一体的に事業に取り組む。

清原トランジットセンター

トランジットセンター

宇都宮清陵高校 作新大学，作新短期大学

ゆいの杜

清原台

清原工業団地

芳賀工業団地

芳賀・高根沢工業団地
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駅東側のバス路線再編

【バス路線新設】
周辺の地域拠点や産業拠点等を
結ぶ９系統のバス路線を新設
○ 平日

１４８本を増便

【地域内交通】
○ 郊外部を中心に

全16地区19路線で運行
※連合自治会（合併前の旧町村）単位で運行

○ 人口約51万人のうち、

約28万人をカバー
○ 年間約12万人が利用

ライトラインと重複するバス路線を再配置し，トランジットセンターを起点とし
て周辺の地域拠点や産業拠点等を結ぶバス路線を新設や地域内交通を接続
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現行ルートの特徴
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④速達性の確保
需要喚起のための速達性向上を目指し，軌道線形（平面・縦断形状）の曲線や勾配を抑制。

平出立体 新４号国道交差 野高谷立体

速達性確保のため，主要な道路とは
立体交差
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現行ルートの特徴

④速達性の確保
需要喚起のための速達性向上を目指し，軌道線形（平面・縦断形状）の曲線や勾配を抑制。

⑥経済性への配慮
工事費や用地補償費の抑制に配慮。

鬼怒川

鬼怒川左岸堤防

国道408号 学園通り飛山城跡
停留場

清陵高校前
停留場

・鬼怒川左岸区間は河岸段丘のため，地形と経済性に配慮した縦断線形を採用。

鬼怒川の横断部は河川に対し９０°且つ
橋長を抑えられる箇所を選定

鬼怒川

橋梁の高さは当初，堤防の高さと同等を
想定していたが，H27の鬼怒川の常総市での
決壊を受け，現在の堤防＋７～８ｍ程度の高さに設定



19

現行ルートの特徴

⑤周辺交通への影響に配慮
道路交通の影響について，交通シミュレーションを用いた検証等を行い，道路管理者，交通管理者と協議の上，交差点改良等の交通円滑
化方策を実施。

現況とＬＲＴ導入後の車線構成（鬼怒通り：峰立体～平出交差点）

東進２車線 西進１車線北 南

東進２車線 西進２車線北 南

既成市街地への影響を最小限
とするため既存の車線数を
減らすことを検討

↓
３段階の検討により影響を確認
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交通円滑化 ステップ１

宇都宮市東部地域の
道路ネットワーク全体として
自動車交通を捌けるか
混雑度で確認
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交通円滑化 ステップ２

影響が懸念される主要な
交差点について
ピーク時の
交差点需要率を確認

平出

石井

陽東三丁目

1.090/0.787

0.500

平出

LRT整備＋3.6％転
換

現況
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交通円滑化 ステップ３

車線が減少する鬼怒通りや
交差点需要率が上昇した
交差点について
ミクロ交通シミュレーション
を実施

↓
交差点改良や信号時間の
調整により円滑な交通を確保
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交通円滑化とルート変更（平出交差点）

【Ａ案】 鬼怒通りの道路中央に軌道を敷設し，平出交差点に導入する案

平出交差点

【Ｂ案】 平出交差点南側の橋脚間の空間を活用する案

【Ｃ案】 新４号国道南側の盛土部（ランプ下）を通過する案

Ａ案（当初検討案）

Ｂ案

Ｃ案

平石地区市民センター

新４号国道横断箇所に関する導入ルート検討案



平出交差点（鬼怒通りと新４号国道の交差部）のミクロ交通シミュレーション

【Ａ案】 鬼怒通りの道路中央に軌道を敷設し，平出交差点に導入する案

直進

左折

右折

鬼怒通り

新４号

交通処理能力が不足し，
自動車交通を処理できない

24



平出交差点のミクロ交通シミュレーション

Ｂ案のミクロ交通シミュレーションをご覧ください。

交通処理能力が不足し，
自動車交通を処理できない

鬼怒通り

新４号

ＬＲＴ
直進

左折

右折 25

【Ｂ案】 平出交差点南側の橋脚間の空間を活用する案



平出交差点のミクロ交通シミュレーション

Ｃ案のミクロ交通シミュレーションをご覧ください。

交通を一定処理することができ
円滑な交通が確保できる
Ｃ案を採用

鬼怒通り

新４号

ＬＲＴ

直進

左折

右折 26

【Ｃ案】 新４号国道南側の盛土部（ランプ下）を通過する案
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ルート変更の影響

○ 市長が参加する説明会を７回
〇 ＰＴＡや学校，地元関係者，市からなる安全対策協議会の設置

約３年をかけて様々な問題や課題などを話し合いながら，
事業協力を頂き，安全対策を実施

・「高速で電車が通過し，交差点で車と衝突した場合，
学校に突っ込んでくる」，

・「振動や騒音が児童の学習環境に悪影響を及ぼす」
など
一部の学校関係者等から，ライトライン整備を心配する声

小学校北側を近接したルート計画に対して，
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平石中央小学校周辺の安全対策

②交差点の改良

①交通信号の改良

④防護柵の設置

③車道の拡幅，
歩道の新設

平石中央小学校

平石中央小学校前停留場

⑥交通安全教室の実施

⑤ＬＲＴ接近表示板の設置
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開業後，平石中央小学校から

◎ 児童自らが，ライトラインを利用して校外学習ができるようになったことや，友達が増えること等を改め
て認識
◎ ライトライン開業に感謝の気持ちを伝えたいと，児童自ら１～５年生を巻き込み全校児童で寄せ書きを作
成し，「感謝の会」を企画
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施工中の交通円滑化

渋滞を悪化させない工事のポイント

１． 工事の区間は，交差点間を一体的に施工するなど，一定区間
まとめる

２． できる限り，現況の車線数を確保しながら工事
※ 道路の外側から中央に向かって段階的に工事

３． レールや停留場の工事は最後に行い，開業前に車線数が減少
する期間を最小限に

４． 車線規制を伴う場合には朝夕のピーク時間を避ける
※７:００～９:００，１７:００～１９:００

５． 工事に関する情報や う回路などの情報を 道路看板や新聞，

ラジオなどで，日常的に，幅広く発信
※ 情報発信により，工事中の道路への車の進入回避を促進
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施工中の交通円滑化

（０）現況

（１）用地取得部分の拡幅

（２）中央分離帯の撤去

（３）北側歩道車道工事

（４）軌道工事

（５）完成

北 南

車線を外側へ移動
（車線数は変わらず）

北 南

北 南

北 南

北 南

北 南

◎ 中央分離帯と歩道の空間を有効利用することで，できる限り
現況の車線数を確保しながら施工
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鬼怒川橋梁工事概要
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宇
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飛
山
城
跡

清
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前
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原
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市
民
セ
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前

グリーンスタジアム前

ゆ
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杜
東

芳
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台

芳
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管
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タ
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前

かしの森公園前

芳賀・高根沢
工業団地

南

南

北

芳賀町方面

北 南

宇都宮駅方面

平
石
中
央
小
学
校
前

宇都宮駅方面

鬼怒川橋りょう

□ 橋梁概要：
９径間連続ＰＣ箱桁橋  ６４３ｍ
ニューマチックケーソン基礎 ８基

□ 工期
２０１８年（H３０）７月２日

～ ２０２１年（R３）８月１４日

当初の開業である２０２２年（R4）３月を
目指すため，軌道法の工事施行認可取
得(２０１８年(H30)３月)後，
３渇水期で鬼怒川に橋梁をかける必要
があった。
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下部工工事

予備設備

送気設備

救急設備

掘削設備

艤装設備

排土設備

作業室

地上設備イメージ
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上部工工事

◆ 片持ち張り出し架設

○ 移動作業車（ワーゲン）により，両側に向かって，１ブロックずつ順次架設していく

○ 桁下空間に左右されることなく架設できる

○ 多径間連続橋梁に適した架設方法

移動作業車（ワーゲン）
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鬼怒川橋梁ができるまで

第1渇水期 （２０１８年１１月～２０１９年５月） 第2渇水期 （２０１9年１１月～２０20年５月）

第3渇水期 （２０20年１１月～２０21年５月） 完成！ （２０２１年６月）
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ライトラインができるまで

ライトライン整備の様子



施行中の交通円滑化

37
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ライトライン誕生までの軌跡

３． 新たなまちのシンボルとなるような
車両を走らせよ
（トータルデザインの取り組み）

38
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トータルデザインの採用

◆ デザインコンセプト

◆ コンセプトストーリー

「雷都を未来へ」
芳賀・宇都宮の歴史・風土を感じるLRTによる未来のモ
ビリティ都市の創造

芳賀・宇都宮は，豊かな風土を礎に交通の要衝として発展してきました。

日光連山と関東平野の境界という立地と，まちを南北に流れる川や用水は，台地と低地

が織りなす地形をつくり，土地を肥沃にし，物流や産業を支えてきたのです。

この風土を象徴するのが，夏の日，夕立を知らせる「雷」です。

雷とともに降る雨は，河川に水量を与え，稲の実りをもたらし，「雷」は「恵みの象徴」とし

て位置付けられ，自らを誇りを持って「雷都（らいと）」と呼ぶようになりました。

古来，「雷」がこの地に恵みを与えてきたように，ＬＲＴは人々に利便性や快適性，そして交

流という恵みを与える役割を担います。

私たちは，このような意志と願いを込めて「雷都」を未来へ繋げます。

＜色彩体系（案）＞
シンボルカラー：雷（光を象徴する黄色）
顕在化の為の色でもあり，LRVの安全性やサインで
の明示性に繫がる図を担う色彩。
サブカラー：黒からシルバーグレイ，白までの無彩色
シンボルカラーを引き立てながら地をつくる色彩。
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イメージを現実に

■ 雷の光（稲妻）を表現
したシンボルカラーの効
果的な配色
トータルデザインによる統
一感を確保するため、座席な
どにシンボルカラーの「黄色」
を効果的に配色

ロールカーテンに宇都宮の伝統工芸である宮染めのイメージを表現するなど、
沿線の風土を感じさせる地域性を内装の一部に反映

ロールカーテンの
イメージ（宮染め）

車いすスペース（枠線内）
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車両デザインなどへの市民参加

■車両デザインアンケート ■車両愛称アンケート

車両愛称は、

40,668票の住民アンケートの上、「ライトライン」に決定
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愛される施設とするために

■停留場壁面デザインワークショップ

地域との協働（ワークショップ）を踏まえ，
各停留場の壁面に表現するデザインを決定
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国内初 信用乗車方式を採用

国内初！ 全車全扉にICカードリーダー

誰もが使いやすく定時性・速達性を確保
43
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ライトラインができるまで

ライトライン車両の製造



車両デザインへの市民参加

45
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「風」が吹いたターニングポイント

工事現場での見学会では，応募者が７９０人程度(当選者１８９人:倍率約３.５倍)
だったが，ライトライン車両の納入後に実施した見学会では，

合計２５,４００人（当選者３,５７０人：倍率約７.１倍）の方々から応募
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ライトライン誕生までの軌跡

４． 駅東の街開きまでに軌道を完成させよ
（試運転と脱線）

47
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鬼怒通り（宇都宮駅東口～平石：約４ｋｍ）の整備スケジュール

3月

２０１９年
（R1）

２０２０年
（R2）

２０２１年
（R3）

２０２２年
（R4）

駅
東
街
開
き

11月

用地取得

道路工事

軌道工事

電気・通信工事

橋梁工事

２０１８年
（H30）

用地取得開始から約４ヵ年で整備

地権者数

工
事
施
行
認
可
取
得
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鬼怒通りの詳細スケジュール

8月 9月 10月

工事連絡協議会を関係する全社で組織

・日割りの工程を全社で共有

・月に１回の全体会議

・１～２週間に１回の近接工事の調整会議

ﾚｰﾙ設置・ｶﾞｽ圧接・ｱｰｸ溶接・樹脂固定

区画線

鋼管柱設置 架線金具等設置

土間型枠 足場組立 鉄骨建方 屋根・樋

安全柵・防護柵

土間仕上型枠

脱型

通信ケーブル敷設

発車標・スピーカー設置（停留場）

き電ケーブル敷設
盤設置（ホーム）

試験・調整

土間捨ｺﾝ

土間鉄筋・ｺﾝ

鉄骨塗装 軒天ﾙｰﾊﾞｰ

足場解体 As舗装 ﾍﾞﾝﾁ取付

ｼｰﾙ・ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ・検査・是正床ﾀｲﾙ

切削・復旧

表層

試験調整

夜間工事

試験・調整

鋼管柱設置
架線金具等設置

夜間工事

夜間工事

刷毛引きｺﾝ 左官補修

上層路盤型枠脱型

トロリ線敷設(D8)

トロリ線敷設(D7)

トロリ線敷設(D8)

交通島（舗装切断）
防止柵・ボラード・舗装

交通島（ブロック敷設）
交通島（舗設）

区画線縁石

間島電設

三軌建設

柴田工業

宇都宮土建JV

宇都宮電子

NEC

日本電設JV

L

清建

埋設管工事

スラブ工事

軌道工事

通信工事①

通信工事②

電気工事

停留場工事

安全施設工事

○工区
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試運転の交通規制と対応策

ドライバーがライトラインに慣れていないため，
試運転期間は軌道と車道をバリケードで分離

交差点から軌道敷に誤進入しないよう，
交差点入口にもバリケードを設置

・毎日，職員が自転車で交差点入口のバリケードを撤去
・試運転終了後，バリケードを復旧
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入線時の沿道の様子

初めてライトラインが街中を走行
市・町・宇都宮ライトレールの職員が併走しながら
安全性などを確認

沿道や宇都宮駅東口停留場には多くの観衆が
ライトラインを出迎える
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脱線事故の発生

損傷した車止め４本

３両目

車両進行方向

脱線箇所

車両進行開始位置

車両停車予定位置

１両目 ２両目

約１４ｍ

地上変圧器

歩道

① ②

③

①

②

③

事故概要
（発生日時：２０２２年（R4）11月19日0時30分）
・ 通常の走行パターンではない緊急走行
想定の試運転時に脱線が発生

脱線事故時の走行パターン

宇
都
宮
駅
東
口
停
留
場

脱線事故時の走行ルート
（速度：約１３km/時）

分岐箇所

芳賀方面

上り線

下り線ＬＲＴ

凡例

１
番
線

２
番
線

脱線箇所

※緊急時を想定した走行ルート
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有識者による現地調査

３両目

１両目 ３両目２両目

１
番
線

２
番
線

脱線箇所

① 進行開始位置確認 ② 分岐器開通方向確
認

③ 脱線時の状況確認

④分岐～脱線距離確認 ⑤ 軌間の測定 ⑥ レール状態確認

⑦ 車輪接触痕の確認 ⑧ 脱輪位置の確認 ⑨ 停車予定位置の確認

⑧
脱輪位置
の確認 車両進行ルート

③
脱線時の
状況確認

②
分岐器開通
方向確認

①
進行開始
位置確認

④
分岐～脱線
距離確認

⑤
軌間の
測定

⑥
レール
状態確認

⑦
車輪接触
痕の確認

⑨
停車予定
位置確認

○日 時：

１１月２２日（火）

○有識者：

須田 義大氏

（東京大学生産技術研究所 教授）

水間 毅氏

（元交通安全環境研究所 理事）

○実施内容：

資料及び映像等による設計内容や

脱線状況等の確認（車両基地内）

脱線車両の損傷状況等の確認

（車両基地内）

施設整備状況や脱線状況等についての

現地確認

（平石停留場周辺，

宇都宮駅東口停留場周辺）
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駅東口「まちびらき」の様子



55

原因の究明

脱線原因等の推察（有識者会議中間報告：２０２３年（R5）2月17日公表）

（１）速度要因
・ S字曲線において旋回した車体が台車ストッパーを
強く押し当て，先頭軸内軌の横圧が著大となり脱線
（脱線時速度：13km/h）

（２）構造的要因
・ 曲線部であることにより横圧が大きいことや，緩和
曲線部の内軌側の輪重減少により，高い脱線係数が
発生 （脱線係数＝横圧／輪重）

走行速度が高まると旋回速度が増加し，
旋回による運動エネルギーが増加

内外軌の横圧のかかり方
（右カーブ時，背面側から）

緩和曲線部の輪重減少
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対応策の実施

再発防止，PQ測定試験の評価（有識者会議最終報告：２０２３年（R5）5月30日提出）
・ 軌間の縮小（縮小幅約6ｍｍ）及びカントを無くす工事を実施
・ 対策により全ての走行パターンにおいて脱線係数は大幅に改善し，走行安全性を確認
・ 脱線を生じた緊急走行を行う場合には，走行速度を５㎞/h以下で管理

対策工事後の各走行パターンの脱線係数の最大値

正面側の限界脱線係数 1.25
対策前の最大値

対策後の最大値

1.53

0.73

背面側の限界脱線係数 1.5

対策工事後の各走行パターンの脱線係数の最大値

軌間の縮小工事

カントの見直し工事
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ライトライン誕生までの軌跡

５． 様々な整備効果

57
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駅東側の利用状況 利用者は想定より６か月早く1０００万人突破！

LIGHTLINE

ココがスゴい

利用者数1２００万人突破（２０２５．12）

当初予測を大きく上回る盛況ぶり

1日の利用者数 計画上の需要見込み

平日 約18,000～20,０００人 16,000人
土日祝日 約1０,000～１３,０００人 5,500人

宇都宮ライトレール㈱
開業初年度から黒字運営

２０２４度は約２億円の黒字
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ライトラインの整備効果と変わる沿線

高層建築物の増加

出展：各企業のプレスリリース資料より抜粋
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様々な分野での評価
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バリアフリー・ユニバーサルデザイン推進功労者表彰 内閣総理大臣賞の様子
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ライトライン誕生までの軌跡

６． 新たな挑戦へ

62
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駅西側延伸の路線図と断面図
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駅西側の道路整備事業とまちづくり事業
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駅西側延伸のイメージＶＲ動画
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ライトライン誕生までの軌跡

７． 成功のポイント

67
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成功のポイント① 「地域公共交通計画の活性化及び再生に関する法律」の施行

事業スキームの概念図

２００７年（H１９）に，「地域公共交通計画の活性化及び再生に関する法律」が施行
施設の整備・保有を公共が担い，事業運営を別の主体（民間等）が行う
「公設型上下分離方式」により事業を実施 ⇒役割分担の明確化
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成功のポイント② バス事業者との協議難航 そして協働へ

◎２００８年度（H２０） 関東自動車㈱より，反対意見・抗議文提出

<意見等の概要＞
• 「東西基幹公共交通」について，ＬＲＴありきでまとめられている。
• ＬＲＴが大通りに導入されたら，バス事業から撤退せざるを得ない。

◎２０１２年度（H２４） みちのりHDに経営譲渡

２００４年度（H１６） ㈱産業再生機構による支援
２００６年度（H１８） ㈲ジェイ・ピー・ジェイへ ※㈱ジェイ・ウィル・パートナーズの設立会社

201２年度（H24） みちのりＨＤへ →行政と協力

２０１３年（H25）3月に市と関東自動車と話し合い，東西基幹公共交通の実現に向けた基本方針策定

→行政と関東自動車の協働キックオフ

⇒基本方針に以下の内容に，「ＬＲＴ周辺の公共交通ネットワークとのスムーズな連携」，「ＬＲＴの整備とともに，ＬＲＴ
から離れた市街地やＬＲＴ終端駅の隣接町への幹線・支線バスを整備するなど，ＬＲＴとバスが機能的，効果的に連携
するネットワークの構築」を明記

みちのりＨＤ 栃木進出へ

◎同年度 関東自動車㈱との協働スタート

関東自動車 導入を肯定
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バス事業者との協働・連携

全国相互利用カードである「Suica」の機能を持ちながら、

地域独自のサービスも提供できる新たな交通系ＩＣカード

を導入 2021.3.21 バスサービス開始

☆すべての小・中・高校生
相当世代に無料配付

（2％付与）

満70歳以上
10,000円分/年

乗継割引制度
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成功のポイント③ 交通管理者・道路管理者の協力

信号調整が，
特に必要だった区間
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成功のポイント③ 交通管理者・道路管理者の協力（車とライトラインの信号表示）

→ 自動車のドライバーは，これまでどおり，車の信号表示

※ ライトラインも車や二輪車と同じように信号機により交通を規制される乗り物です。

この場合
車は直進・左折可能
ライトラインは直進可能

車の信号表示
（青色の矢印）

ライトラインの信号表示
（黄色の矢印）

◎ライトライン沿線の交差点には，ライトライン専用の黄色の矢印信号を設置
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成功のポイント③ 交通管理者・道路管理者の協力（車とライトラインの信号表示）

車は直進・左折可能
ライトラインは直進可能

車は右折可能
ライトラインは

停止線を越えて進めない

右折可能と
ライトライン直進可能が
同時に出ることはない

車もライトラインも
停止線を越えて進めない

電車用

電車用 電車用

電車用

３秒

電車用 電車用

電車用

３秒３秒
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成功のポイント④市民理解の取組（双方向・対話型）

まちづくりの目標として「ネットワーク型コンパクトシティ」を位置付け
その上で，路面電車の文化がない都市において，公共交通ネットワークの構築の
必要性，東西基幹公共交通となるＬＲＴの役割等を丁寧に説明

▲まちづくり懇談会の様子



成功のポイント⑤ ワンチームで取り組めた事

令和元年度

令和３年度

令和２年度

令和４年度

令和５年度
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ご清聴
ありがとう
ございました。

宇都宮が大切にしたいこと，

それは日々の暮らしの豊かさ。

１００年先も宇都宮を訪れる人が，

住みたいと思える街になるために，

そんな愛すべき宇都宮らしさを，

もっともっと。 76
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